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地域の復興に貢献する 

石巻ブロック災害廃棄物処理業務 

 

①出身地 ②主な職歴 ③趣味･特技 ④抱負 

出来高管理Gr  瀧澤 直道 出来高管理Gr 久水 潤  

 
 

 

①
宮
城
県
仙
台
市 

②
半
導
体
技
術
者
と
し
て
約
２
０
年 

 

間
勤
務 

③
車
・
バ
イ
ク
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。 

 

お
酒
は
弱
い
が
飲
む
の
は
好
き
。 

④
友
達
と
遊
ん
だ
石
巻
、
海
水
浴
を 

 

楽
し
ん
だ
雄
勝
町
。
懐
か
し
い
思 

 

い
出
が
震
災
で
激
変
し
ま
し
た
。 

 

瓦
礫
を
見
る
と
悲
し
く
な
り
ま
す 

 

が
年
内
業
務
完
了
を
目
指
し
、
復 

 

興
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
り 

 

ま
す
。 

  
 

 

一
日
も
早
い
処
理
完
了
に
向
け

た
県
内
連
携
に
よ
り
、
気
仙
沼
ブ

ロ
ッ
ク
（
気
仙
沼
処
理
区
）
か
ら

可
燃
物
（
一
部
混
合
廃
棄
物
）
を

受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
り
、
９
月

２
４
日
（
火
）
か
ら
石
巻
ブ
ロ
ッ

ク
へ
の
搬
入
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

気
仙
沼
処
理
区
の
災
害
廃
棄
物

は
、
気
仙
沼
港
朝
日
埠
頭
か
ら

ガ
ッ
ト
船
（
９
４
１
ｔ
）
と
ガ
ッ

ト
バ
ー
ジ
船
（
１
５
０
０
㎥
積
）

の
２
隻
体
制
に
て
石
巻
港
雲
雀
野

町
の
北
埠
頭
ま
で
、
約
１
０
０
ｋ

ｍ
（
５
５
浬
）
の
距
離
を
海
上
運

搬
し
ま
す
。
１
１
月
下
旬
ま
で
の

約
２
ヶ
月
間
で
計
１
４
０
０
０
ｔ

の
受
入
れ
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。 

―10月の主な予定― 
 

10/1～7 全国労働衛生週間 

10/1   安全大会 

10/4   宮城県東京事務所視察 

10/11  月命日法要 

10/17  宮崎県土整備部視察 

10/18  ひばりのご縁市 

10/21  静岡県廃棄物ﾘｻｲｸﾙ課視察

10/22   東京都羽村市議会視察 

10/25  日本鉄ﾘｻｲｸﾙ工業会視察 

10/30  愛知県副知事視察 

10/31  暴排･災害防止協議会 

はたらく機械シリーズ⑲自動包装設備はたらく機械シリーズ⑲自動包装設備はたらく機械シリーズ⑲自動包装設備   

秋の全国交通安全運動 

-めだって広報- 

 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

（
９
月
２
１
日
か
ら
３
０
日
ま
で
の

１
０
日
間
）
に
合
わ
せ
て
、
秋
の
交

通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
「
め

だ
っ
て
広
報
」
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い

ま
し
た
。 

 

現
場
前
面
道
路
を
通
行
す
る
車
両

に
対
し
、
交
通
安
全
と
飲
酒
運
転
撲

滅
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
が
主
な
活
動
内
容

で
す
。
当
現
場
で
は
８
０
０
名
以
上

の
職
員
・
作
業
員
の
通
勤
車
両
の

他
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
を
中
心
と
し

た
大
型
車
両
が
数
多
く
出
入
り
し
ま

す
の
で
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
に
よ
る
運
行
を
義

務
付
け
て
お
り
ま
す
。 

 

交
通
事
故
を
含
め
た
関
係
車
両
の

無
事
故
・
無
災
害
も
石
巻
ブ
ロ
ッ
ク

Ｊ
Ｖ
の
目
標
の
一
つ
で
す
。 

石
巻
地
区
に
も

石
巻
地
区
に
も

石
巻
地
区
に
も   

台
風
の
影
響

台
風
の
影
響

台
風
の
影
響   

 

９
月
１
６
日
、
列

島
を
北
上
し
て
き
た

台
風
１
８
号
が
東
北

地
方
を
直
撃
し
、
石

巻
周
辺
も
強
風
と
大

雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
安
全
を

最
優
先
し
て
ほ
と
ん

ど

の

作

業

を

中

止

し
、
飛
散
養
生
等
、

台
風
の
接
近
に
備
え

た
結
果
、
大
き
な
被

害
も
な
く
翌
日
か
ら

作
業
を
再
開
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
半

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
半

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
半 

 

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
２
年
半
を

迎
え
た
２
０
１
３
年
９
月
は
、
当
現
場
に

お
い
て
も
各
種
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

９
月
１
日
午
後
か
ら
は
大
規
模
地
震
の

発
生
に
伴
い
津
波
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た

こ
と
を
想
定
し
た
震
災
訓
練
が
行
わ
れ
、

Ｊ
Ｖ
職
員
、
Ａ
・
Ｂ
ヤ
ー
ド
で
作
業
に
従

事
す
る
作
業
員
合
わ
せ
て
７
５
８
名
が
朝

礼
広
場
に
避
難
し
、
避
難
手
順
・
指
定
避

難
場
所
の
再
確
認
を
行
い
、
最
後
は
Ｊ
Ｖ

職
員
に
よ
る
け
が
人
搬
送
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
（
各
一
次
仮
置
場
で
も
指
定
避

難
場
所
の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
し
た
）
。 

 

ま
た
、
９
月
１
１
日
の
朝
礼
後
８
時
３

０
分
か
ら
は
、
法
山
寺
の
ご
住
職
に
お
越

し
い
た
だ
き
「
月
命
日
法
要
」
を
Ｊ
Ｖ
事

務
所
前
に
建
立
し
た
供
養
塔
の
前
に
て
執

り
行
い
ま
し
た
。
宮
城
県
職
員
様
、
東
北

地
域
づ
く
り
協
会
職
員
様
、
Ｊ
Ｖ
職
員
、

協
力
会
社
所
長
・
職
長
な
ど
総
勢
約
６
０

名
が
参
列
し
、
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。 

 

石
巻
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
日
も
早
い
復
興
に

向
け
て
、
今
後
も
全
力
で
業
務
に
邁
進
し

て
い
き
ま
す
。 

月命日法要の様子 震災訓練の様子 

気
仙
沼
処
理
区
か
ら
の
受
入
開
始

気
仙
沼
処
理
区
か
ら
の
受
入
開
始

気
仙
沼
処
理
区
か
ら
の
受
入
開
始 

①
宮
城
県
石
巻
市 

②
半
導
体
関
連
１
８
年
半
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

 

デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
約
２
年
勤
務 

③
ほ
ど
ほ
ど
に
心
身
を
鍛
え
る
こ
と

（
読
書
、
水
泳
、
筋
ト
レ
、
ジ
ョ
ギ 

 

ン
グ
等
） 

④
現
在
の
業
務
を
最
後
ま
で
や
り
通 

 

し
、
次
に
繋
げ
る
こ
と
と
瓦
礫
処 

 

 

理
後
の
石
巻
市
復
興
を
見
届
け
る 

 

 

こ
と
。
残
り
わ
ず
か
で
す
が
。
出 

 

来
高
管
理
Ｇ
ｒ
を
宜
し
く
お
願
い 

 

い
た
し
ま
す
。 

 

当
業
務
で
処
理
を
行
う
多
種
多
様

な
災
害
廃
棄
物
の
中
に
は
、
廃
飼
料

（
腐
敗
し
た
家
畜
の
エ
サ
）
が
あ
り

ま
す
。
廃
飼
料
は
強
い
腐
敗
臭
が
あ

る
た
め
、
自
動
包
装
設
備
で
袋
詰
め

加
工
を
施
し
て
臭
気
を
抑
え
る
こ
と 

で
、
運
搬
と

処
理
を
容
易

に
し
て
い
ま

す
。
最
大
で

１
時
間
あ
た

り

４

０

０

袋

／

３

０

リ
ッ
タ
ー
の

包
装
を
行
う

能
力
を
備
え

て
い
ま
す
。 

 

「めだって広報」のPR活動に参加したJV職員・協力会社 
気仙沼から石巻へ向かうガット船 ガット船に積み込まれたがれき 


